
平成２２年１１月１４日 

伊藤眞純 

神奈川ウォーキング参加 Ｈ２２-０８ 

第２８回全国スポーツ祭典 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・経緯 

大平さんから１１月１４日（日）全国スポーツ祭典⑥コース参加と「横浜を良く知っている補助役」依頼あり、 

３０数人と聴き、引率リーダーは大変であろうと、コース先の個々の所は行っているが、繋ぎは自信がない条 

件で参加決定。前日１１月１３日（土）オフィス地図豆、山岡さんの講演は聴いたことがないので参加して、 

１４日（日）ウォーキングの前打ち合わせを兼ねる。事前にＨＰからコースコピーと行き先情報検索確認。 

・⑥コースウォーキング 

当日神奈川ウォーキングからサブリーダー熊坂さん他、横浜育ちの小作さん、斎藤優子・鳥居満喜子・鈴木尚

子の皆さんが参加されており、３班に分けて、私はＡ班班長を授かる。前半三渓園までは大平さんと先頭案内

しＡ、Ｂ、Ｃの順、後半はＣ班熊坂さんに先導役を頼みＣ、Ｂ、Ａの順でウォーク。写真撮影しながらの案内。 

・出発前斎藤優子さんから、パソコン情報でＡＰＥＣの関係で三渓園一般開園は１１：３０との事で、電話入れ

るもその通り。今日のコースのメインでも有り、取敢えず現地へ行き判断することにする。最悪の場合、隣の

上海横浜友好園、本牧公園、八聖殿を経由する事とする。 

      ・民家の庭先の花が歓迎              ・八幡神社横の階段を上る。 
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・日時：平成２２年１１月１４日（日） ８：４５集合 ９：００出発→１５：００山下公園到着 

・コース⑥「ヨコハマの緑と異人さんが住んだ街を歩く」 

：根岸駅→根岸森林公園→米軍住宅→三渓園→本牧山頂公園→ワシン坂→山手方面→外国人

墓地→港の見える丘公園→中華街→山下公園  

・参加者：３３人（神奈川７人、富山２人 伊東１６人 群馬８人） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・他のコース：①ヨコハマ 今と昔を歩く ②「ヨコハマはじめて物語」をたどる ③文部省唱歌「鎌 

倉」の舞台をたどり、ヨコハマの港まで ④「江の島古道」を歩いて横浜へ ⑤生麦事

件の神奈川宿歴史の道からみなとみらいへ ⑦ヨコハマ地図測量史跡めぐり 



    ・今日一番の急階段を上ると米軍根岸ハイツ 

 

・旧根岸競馬場観覧席建物（旧一等馬見所）と紅葉の蔦 

  ・大平Ｌの説明と熊坂Ｓ

Ｌ            ・伊東の竹平和子さんによる丁寧なストレッチ 

・根岸森林公園は１８６６年我が国初の洋式競馬場で、１９４７年からアメ  

リカ軍の管理下で米軍専用のゴルフ場にもなり、１９７７年に公園解放さ 

れた。 
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各地区メンバー紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・神奈川                   ・伊東 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・富山                     ・群馬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・９：３０～９：５０：説明、ストレッチ、各地区紹介を終えて出発。 

・森林公園の周囲遊歩道を、右手に公園を見ながら歩く。ここの芝生広場は緩やかな丘も有り孫を連れてくると

喜びます。ポニーセンターや馬の博物館も有ります。 

・ここでトイレ休憩し再び坂道を下り白滝丌動へ 
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・百度石 

・白滝：丘陵地帯が開発されて水源  

を失い、現在は一筋の水が名残り 

を残している。（２０ｍ高さ） 

  ・Ａ班グループ（私を入れて１０人） 

・三渓園南門入り口到着１0：４５、一般開園１１：３０を再確認する。今日の朝食早くお腹が空いたとの声も

あり、大平リーダー、熊坂サブ―ダーと相談し、ここ上海横浜友好公園で１１：３０まで昼食とする。 

・三渓園：生糸貿易で財をなした実業家、原三渓によって１９０６年に公開された。１７５，０００㎡に及ぶ園

内には京都や鎌倉などから移築された歴史的に価値の高い建造物が匠に配置されております。 

・原三渓（実名富太郎１８６８～１９３９）岐阜県厚見郡佐波村（現在の柳津町）の庄屋青木家の長男として生

まれ、幼尐の頃から絵、漢学、詩文を学び、１８８５年東京専門学校（現早稲田大学）に入学、政治法律を学

ぶ。１８８８年跡見女学校の助教授になり、教え子の原善三郎の孫娘屋寿と結婚し原家に入籍して家業を継ぎ、

個人商社を合名会社に改組し、生糸貿易で成功を収めた。近代日本画家の支援育成に尽力し、関東大震災後は

横浜復興会長に就任し、三渓自身も書画をたしなんでいたようです。 

・旧燈明寺三重塔（写真左）・菊花展

開催中・大池の中にある島から見る 
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・鶴翔閣：１９０９年建築の延床面積９５０㎡に   ・正門近くから見る三重塔 

も及ぶ広大な規模の原家の旧宅。 
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全国スポーツ祭典⑥コース in 三渓園 



・本牧神社 

 

・本牧山頂公園からワシン坂を上り近代文学館を経て港の見える丘へ 

１３：４０、１９，０００歩（１２ｋｍ） 

 

 

・ベイブリッジを色々な角度から見る。高

速道路が邪魔です。 
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 ・外国人墓地：１８５３年ペルー来航後、ロバート・ウイリアム（２４）が墜死して、この水兵の埋葬地とア

メ 

リカ人専用の墓地を要求したのが始まりです。希望者のみ２００円募金して、入りました。 

・元町公園を経て中華街へ 

・中華街で１５分買い物タイムを取りました。（唯一私の入

った写真、両手に花で申し訳ありません） 

・１４：１５になり当初予定の、時間の関係で横浜球場・赤レンガ倉庫はカットし、山下公園氷川丸付近の集合

場所に１４：３０到着し、最終メンバー確認し、全員無事終了しました。皆さん御疲れ様でした。大平リーダ

ーから、歩数２１，５００歩、約１４，５ｋｍを公表。希望者が有り１４：５０まで、カットした赤レンガの

見える西側岸壁まで案内して行きました。 

・富山・群馬・伊東の各ウォーキングクラブの皆さんと、我々神奈川ウォーキングクラブの皆さんのご協力に深 

く感謝致します。有難うございました。 
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・新日本スポーツ連盟永井会長の挨拶と、各コースリーダーから参加人数、歩数、距離の報告と、各コース参加

者代表より感想を述べ、我が⑥コースは大平Ｌの報告と、伊東の竹平浩二さん（Ｂ班班長）が代表して感想を

述べられました。吉越理事長の一本締めで、再会を期し閉会しました。各チーム共ＡＰＥＣ警備の影響を受け、

ここでも上空ヘリの騒音あり最後までＡＰＥCに振り回されました。しかしお陰様で三渓園をはじめ、日曜日

にしては人通り尐なく、大人数のウォーキングには好都合ではなかったのではと思います。 

氷川丸をバックに全員集合写真。「フェアプレイでスポーツ文化の花咲かそう」の垂れ幕は目立ちました。 

  ・山下公園のイチョウ並木は黄葉が綺麗でした。 

・慰労反省会に行きましょう。 
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・実行委員の皆さんご苦労さまでした。有難うございました。 

・笑顔・・・・えがお・・・・・エガオ・・・・・楽しいウォーキングでヨコハマの思い出が出来ました！ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・１１月１３日（土）１３：３０～１５：５０ ウォーキングスクール 於：万国橋会議センター「地

図に訊くと面白いことが？」 

講師：オフィス地図豆山岡光治氏（写真右） 

司会：青嶋さん（写真左端） 

開校挨拶：吉野会長さん（写真中） 

 

      ・明日１４日（日）のグループ毎にナイトウォークに出発 
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